














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１ 平等に分担する 33％ 28％ 46％ 37％ 
２ 男性が主に経済的な面に責任を持ち､女性は主に子育てや家事に責任を持つ 40％ 24％ 27％ 28％ 
３ 男性､女性にとらわれず､どちらか得意な方が経済的な面に責任を持ち､他の一方が子育てや家事を受lﾅ持てばよい 19％ 26％ 18％ 22％ 
４ 女性が主に経済的な面に責任を持ち､男性は主に子育てや家事に責任を持つ 0％ 0％ 0％ 0％ 
５ 男性は外で働き､女性は専業主婦としてゆとりある家庭を作る 2％ 20％ 1％ 10％ 
６ その他 6％ 2％ 7％ 2％
質問 人数
１ 結婚はしないし､子どももほしくない ２ 
２ 結婚はしないが子どもはそだてたい ５ 
３ 子どもは3-5歳までは､人にあずけず自分で育てたい 2８ 
４ 子どもは小学生になるまでは､人にあずけず自分で育てたい 2３ 
５ 子どもは中学校を卒業するまで､人にあずけず自分で育てたい 2５ 
６ 育児休業が終わったら､保育園にあずけて職場に戻って働く 4０ 
７ 自分の親と同居して､子育てを手伝ってもらいながら働く 1３ 
８ 自分の親の近くに住んで子育てを手伝ってもらいながら働く 5７ 
９ 夫の親と同居して､子育てを手伝ってもらいながら働く ２ 
1０ 夫の親の近くに住んで子育てを手伝ってもらいながら働く 2０ 


















































1２ 別にこれという目的を持たず､日々のんびりやっていきたい ４ 3％ ５ 2％ 
1３ リーダーとして多数の人をまとめながら総合力を発揮したい ９ 6％ ０ 0％ 
1４ 高齢者､幼い人､病身の人､障害者など弱い立場にいる人に手を差し伸ぺることが大切だ ３ 2％ ４ 2％ 
1５ 国や社会のために役に立つ働き方をしたい 1２ 8％ ６ 2％ 
1６ 決められたことをルールに従ってきちんとやることが好きだ ２ 1％ ３ 1％ 
1７ 新商品､新事業を作り出すことに情熱をそそぎたい ５ 3％ ７ 3％ 
1８ ひたすら職務を大切に､会社の発展のために働く ０ 0％ １ 0％ 
1９ 会社を創業する ０ 0％ ４ 2％ 
2０ 親(あるいは知人等)の会社を引き継いで経営する ０ 0％ １ 0％ 
2１ その他 ３ 2％ ６ 2％ 
1５９ 100％ 244 100％ 
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桐村晋次教授最終講義「私とキャリアデザイン」４５
材育成にポイントを置いて、今だけではなく日本の社会の将来を考えるご配慮
をお願いしたいと思います。成果重視の人事考課の評価項目に、ぜひ「部下育
成」を入れていただきたい。
学校に来まして感じたことでございますが、大学と実務界の距離はまだ大き
いように思います。「実践の役に立たなければ学問ではない」という私の恩師
木村先生のお考えに私も賛同しつつ思うのですが、アカデミズムの壁というの
はなかなか崩れないように思われます。学部にも、そして大学院にも社会人学
生が大勢おりますので、教える立場だけではなく、社会人学生から学ぶという
こともチャンスではなかろうかというふうに思います。大学人ももっと社会の
実態を知ると同時に、企業人も大学の知見を活用するという、両方の歩み寄り
が当然のことながら必要であろうと思います。
グローバリゼーションで急激に人々が生きていく環境が変化し、これからも
変化していくと思われます。アメリカ流の競争社会、成果主義が世界中を席巻
しようとしておりますが、このことが日本に本当に合うのかどうか、私ははな
はだ疑問に思います。緩やかな変化を望みたいと思うわけですが、どうも企業
は競ってそちらのほうに雪崩を打つ。アジアの国々は皆、競争社会、成果主義、
大変な受験勉強に入ってまいりました。私は、こういうことが本当に人を長期
的に伸ばすのかということについて疑問を持ちます。
こういう状況でございますので、学者が社会で実践活動に就き、実務家が大
学に入って働ける壁をもっと低くする。そうすることによって大学と実務界の
間に行き来ができるようにするということも、大事なことではなかろうかと思
います。
続いてもう1つだけ申し上げます。３年後期から企業は採用活動に入ります
ので､そのために大学教育の成果が十分に上げられないということがあります。
３年の２学期の後半から４年の前半にかけましては授業が成り立たない。法政
大学などは都心にありますから会社で説明会を受けたり面接をした後で授業に
また来れるのですが、神奈川大学のあたりですと、平塚から来ると１日がかり
になりますので、そのことに学生が大変難渋しておりました。競争社会であり
ますから難しいとは思いますが、採用した学生を早々に研修という名で呼び上
げたり、即戦力にしたいという気持ちは分かりますが、研修という名を借りて
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4６ 
実際に実務として働かせているケースもまま見受けられます。いろいろご考慮
をいただきたいと思います。
そして大学からは、採用開始を４年になってからにしていただきたいという
ことと併せて、学校の成績が分からずに採れるのかという疑問が出てくるわけ
ですが、産業界と大学とを両方体験してみますと、大学の成績を見ずに採用を
つうよう
決めることに企業Ｉま長い間痛痒を感じていないということも事実であります。
企業は「自分の目で見て採ればいいではないか」というふうになっているとい
うことも事実あります。双方に問題を抱えていながら、まだ歩み寄りができて
いないものと思われます。産業界と学校の両方を体験できた者として、今後も
理論と実践、あるいは理論から実践、実践から理論を生み出すことに、残され
たエネルギーを使いたいと思います。
アメリカから学んだキャリア理論をやってみまして、日本に適していて活用
できるものと、そうでないものがあると思います。日本的なキャリア理論、日
本発をつくる時代に入ってきたと思います。
べんたつ
ご来場の方々カコらの一層のご指導、ご鞭捷をお願いし、また、本日のご来場
に感謝を申し上げまして、私の最終講義を終わりにさせていただきます。どう
もありがとうございました。
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